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発表者:
青木睦の紹介

86

震災から80日目の2011年5月29日

被災地における総括活動の様子

国文学研究資料館での研究

埼玉県草加市民間史料の救助
1992年12月17日放火され、29日
に緊急対応として凍結した
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展 

 

 

示 

 

 
 

修 復 

代替化

 マイクロフィルム化 
 

保 
 

 

存 
利 

 
 

用 
保存プログラム

の作成 

保存措置 

 

保 存 対 策 の 実 施 

劣化損傷が

甚だしい 

（虫損、フ

ケ、破損等） 

彩色顔料の

剥離・剥落 

酸性劣化 

金具・ 

セロテープ 

劣化損傷 

彩色資料 

酸性劣化 

裏打ち・リーフキャスティン

グによる補修 

顔料の接着強化 

補強・補修・脱酸処置 

除去・付け直し・繕い 

マイクロフィルム化 

マイクロフィルム化 

フィルム化での撮影 

閲覧利用 

日 常 の

ケア 

史料個別の点検

と改善 

取り扱いの注意 

出納時の確認 

ク リ

ー ニ

ング 

状 態

の 

チ ェ

ック 

環境管理 

 

環境チェック 
温湿度の管理 

粉塵・汚染物質測定 

カビの有無試験 

保護措置 

 

 

 

 

 

 
 

クリーニング 

 中性紙封筒・箱 

中性紙フォルダー 

 中性紙ボード 

 調湿ボード 

I PM 活動 
虫・カビの観察 

保存状態調査 
劣化損傷の判定 

保存措置の判断 

優先順位の検討 

災害対策 

変褪色 変褪色 

 

デ 

ジ 

タ 

ル 

化  

研修・教育とコントロール 

・職員の研修・教育 

・利用者へのアドバイス 

・利用制限と情報活用促進 

収蔵

施設

の 

メン

テナ

ンス 

Conservation plan 

保存計画における具体的保存対策フローチャート

保存業務全体の
中での位置づけ

[出典]青木 睦 「保存計画の立案」(1995年

金山正子 「保存対策フローチャート」を元に改訂(元興寺文化財研究所)

Preservation plan
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「日本実業史博物館」
資料の高度活用

人間文化研究機構総合推進事業 連携研究

-文化資源の高度活用-
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「実博」研究の継続化と展開

平成14-17年

平成16-21年

平成18-20年

経営と文化に関するアーカイブズ研究プロジェクト

連携研究
「「日本実業史博物館」
資料の高度活用」

科学研究費補助金
特定領域
研究(A)-公募研究
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日本実業史博物館資料の
調査・研究の概要

本研究は、国文学研究資料館が所蔵する、渋沢敬
三が構想した「日本実業史博物館」のために収集し
た19,526件 37,438点を超えるコレクションを対象

とし、資料群形成過程及び資料群構造・管理につい
てアーカイブズ学的分析を行う。コレクション意図と
形成過程を探求・分析する基礎的研究により、実業
家渋沢敬三の経営と文化に関する考え方を明らか
にしていくことも課題である。

渋沢財閥・渋沢青淵記念財団竜門社との関わりについても検討の対
象である。
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漁業史研究
祭魚洞文庫

内浦漁民史料 政財界人
実業家

大蔵大臣
日銀総裁

第一銀行副頭取
渋沢同族会社など

役員

日本実業史博物館

アチック・ミューゼアム

日本常民文化研究所
常民生活記録

民俗学
民族学

その他の研究

漁業史研究
祭魚洞文庫

内浦漁民史料 政財界人
実業家

大蔵大臣
日銀総裁

第一銀行副頭取
渋沢同族会社など

役員

日本実業史博物館

アチック・ミューゼアム

日本常民文化研究所
常民生活記録

民俗学
民族学

その他の研究
渋沢敬三は、政財界で活躍する
と同時に、日本の民俗学・民族学
を発展させ、文部省史料館（現国
文学研究資料館）、国立民族学博
物館などの設立を提唱し、膨大な
資料を寄贈し、その基礎を築いた
人物でもある。
「大正・昭和時代の実業家、文化
功労者。渋沢栄一の嫡孫で、その
後継者。明治29年（1896）8月25日、篤二・敦子の長男として東京深川邸に生まれる。大正10年（1921）東京帝国
大学経済学部を卒業後、横浜正金銀行に入行。14年第一銀行に入り取締役・副頭取を歴任。昭和17年、
日本銀行副総裁に転出し、19年（1944）総裁に昇任。第二次世界大戦後、20年（1945）10月幣原内閣の
大蔵大臣となり、戦後財政の処理にあたる。28年（1953）国際電信電話株式会社の初代社長に就任、そ

の後も国際商業会議所国内委員会会長・金融制度調査会会長などの要職をつとめ、わが国経済史のた
めに尽くすこと少なくなかった。

彼はまた学問・文化の発展にも大きな貢献をした。戦前アチック・ミューゼアム（のち日本常民文化研究
所と改称）を主宰し、若い研究者とともに民具の蒐集、民俗学および日本水産史の研究を行い、その成果
を数十冊の報告書として刊行した。それ以外でも彼が援助を与えた研究や文化事業は数多かった。昭和

38年（1963）10月25日、67歳をもって死去した。」 (山口和雄執筆『国史大辞典』「渋沢敬三」、吉川弘文館、1979

年、1版) 1942年アチックは日本常民文化研究所と改称して活動を継続したが、1982年に神奈川大学の付属研究所と
なった。
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　実博アーカイブズ

　 総括班
資料記述
分析班

内部構造
分析班

博物館比較
研究班

復活
「日本実業史博物館」
　　　　　　　　研究

　渋沢敬三研究

アチック・
ミュージア
ム

祭魚洞文庫
水産史研究

etc. etc.

保存管理
　　研究班

　　実博全資料
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、渋沢栄一が1931（昭和6）年11月11日に死去した後、遺言によって渋沢記念財団竜門社が渋沢栄一邸
の寄贈を受けた(現在の飛鳥山公園内)。約8470坪ほどの敷地及び建物である。

1937（昭和12）年5月、（財）竜門社は、旧渋沢栄一邸の利用に関する委員会を設置し、渋沢子爵家を栄
一より継承した嫡孫の渋沢敬三ら9名に委員を委嘱する（当時、敬三は（財）竜門社の評議員）。そして、こ
の委員会は答申を提出し、同年7月15日に財団の理事会・評議員会において、「渋沢青淵翁記念実業博

物館」の建設が決議される。この決議された計画案は、渋沢敬三の「一つの提案」をベースにしたもので
あった。

渋沢敬三による「一つの提案」で示された「近世経済史博物館」の設立が構想された。その計画は（財）
竜門社の事業として動き出し、1939（昭和14）年5月13日、渋沢栄一生誕百年記念祭に際し、「渋沢青淵

翁記念実業博物館」建設地鎮祭を挙行する。この建設は、国家総動員法に基づく戦時経済統制の強まり
による建築資材の入手困難等により、竣工には至らなかった。その後も「日本実業史博物館」の名称で
もって、その設立に向け、資料の収集および展示・収蔵のための施設の設置場所の模索が続けられが、

「記念室については祭魚洞先生(渋沢敬三)の提案もあって、折角お爺さんの為に財界の人達が御考え下さっている
ことは大変有難いことであるが、それならばそれを敷衍した経済史的な博物館を、渋沢家も御手伝してつくりたいこ
とを申しのべ、ここに祭魚洞先生に資料の蒐集・保存・管理及博物館計画までの一任されたのであった。」(遠藤武

「祭魚洞先生と民具―日本実業史博物館始末期―」)

1951（昭和26）年5月、文部省史料館（現：国文学研究資料館）が設置され、その6月に「日本
実業史博物館」資料は渋沢記念財団竜門社から寄託を受け、1962（昭和37）年に同財団およ
び渋沢敬三氏（以下、人名への敬称を略す）より寄贈された。
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1937（昭和12）年渋沢敬三執筆の「一つの提案」の草稿は、便箋26枚に、博物館の設立目

的・組織・展示構成一建設規模・予算・資料収集方法・展示原則・展示案が認められている（当
館7点、渋沢史料館1点所蔵）。やがて博物館計画は、この「一つの提案」におおむね沿って進
められる。

渋沢敬三は、この「一つの提案」のなかで、「近世経済史博物館」という名称を使用しなが

ら博物館設立を構想し、「渋沢青淵翁記念室」「近世経済史展覧室」「肖像室」の設置を

予定した。特に、江戸時代に焦点を当てた「近世経済史展覧室」を重視し、江戸時代の文
化・文政期から明治期の日本を「経済史上最モ画期的変化ノアリシ」時代として強調し、当該期
の経済変遷や発展過程を具体的に表す資料の収集に取り組くむ指針を示している。

具体的にどのような構想で収集準備を進めていたかの内容が「一つの提案」の中の「展観予
想」により窺うことができる。その項目を示すと、
（1）原始産業①農業②林業③牧畜④水産⑤鉱産
（2）基礎産業①軽工業（製糸・製紙等）②化学工業（肥料・醸造等）

③重工業（製鉄・造船）④建築工業
（3）補助産業①電気事業②運搬業：陸上運輸③商業：銀行・金融業

④印刷業・広告業・出版業、
（4）上記以外の実物・写真・模型
（5）図表①一般：年表的のもの②財政③土地④人口表⑤職業別人口及戸数⑥資本⑦労働⑧生産高発展表⑨物価：主要
物価及指数⑩貿易⑪株価⑫貨幣流通高⑬為替相場⑭公社債高⑮其他商業及交通等各種統計又は図表であり、

5部門に分かれている。
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今回の展示は、具体的にどのような構想で収集準備を進めていたかを見直し、渋沢の「展観
予想」による、収集コレクションの復元を試み、渋沢敬三が追い求めた「日本実業史博物館」に
おける「製紙」部門の実像に迫ることを目的としている。

「一つの提案」の中における紙・製紙産業の位置は、「展観プラン補足修正意見」「（2）基礎産

業①軽工業」として「製紙ニツイテハ土佐、大洲、津和野、美濃等ヲ例示シ、王子製紙をヲモ特
示ス」とあり、和紙関係を「消滅又ハ衰亡ニ瀕セル産業モ当時トシテ重要ナリシモノハ忘レヌコ
ト」 としている。

さらに、「製紙 和紙ノ抄紙ヨリ現代ノパルプ抄紙ニ至ル変遷ヲ示ス。現代製紙ハ王子製紙ニ
ヨリ例示スル」 と近代製紙の発展の経緯を渋沢栄一創業の王子製紙を基軸にすえることとし
ている。

この構想案をもとに、3部構成とした。
展示資料としての到達度をみてみることも目的の一つである。

第1部 紙・紙の世界
紙・紙の世界では、現在失われつつある紙文化の世界を再現し、かつて生活を彩った紙製品の数々を紹介する。
第2部 実業史のなかの紙・製紙産業
渋沢栄一が関わった産業部門のなかでの紙・製紙産業を、実業史に関する博物館として具体的にどのように展示しようと
したのか、遺されたコレクションから検証していく。
第3部 書く・描く紙
戦前期に収集された紙のうち、生漉紙と加工紙について、その素材の分析をふまえ、様々な紙の姿を紹介する。
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準備室アーカイブズがあったからこそ!!!

アーカイブズ学的手
法による検討

・コレクションの形成過程
を明らかにする収集日
誌および領収書・カー
ド・台帳・目録の分析と
モノ資料との照合
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伊勢辰コレクション
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コレクションの資料群構造

1)博物館準

備室

アーカイブ

ズ

2)絵画

3)写真

10)広告

4)番付

5)地図6)古紙幣

7)竹森文

庫

8)文書・

書籍

9)産業経

済

器物資料
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1-博物館準備室アーカイブズ
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2-絵画 産業経済に関する錦絵
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3-写真 産業経済の立役者たち
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4-番付 社会現象の批評


